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資料２－３ 森吉山麓高原自然再生事業実施計画書 新旧対照表（表を除く。）

第５期計画 第４期計画

目次（略） 目次（略）

はじめに はじめに

本 県 で は 、 過 去 に 失 わ れ た ブ ナ 林 再 生 の 本 県 で は 、 過 去 に 失 わ れ た ブ ナ 林 再 生 の

取 組 を 通 し て 豊 か な 自 然 環 境 の 保 全 を 図 取 組 を と お し て 豊 か な 自 然 環 境 の 保 全 を 図

る た め 、 自 然 再 生 推 進 法 に 基 づ く 森 林 再 生 る た め 、 自 然 再 生 推 進 法 に 基 づ く 森 林 再 生

を 北 秋 田 市 の 森 吉 山 麓 高 原 で 平 成 1 6年 度 か を 北 秋 田 市 の 森 吉 山 麓 高 原 で 平 成 16年 度 か

ら 進 め て い る 。 こ の 付 近 は 、 本 州 で 初 ら 進 め て き て い る 。 こ の 付 近 は 、 本 州 で 初

め て ク マ ゲ ラ の 繁 殖 が 確 認 さ れ た 場 所 で も め て ク マ ゲ ラ の 繁 殖 が 確 認 さ れ た 場 所 で も

あ る こ と か ら 、 対 象 地 の 森 林 再 生 を 実 現 す あ る こ と か ら 、 対 象 地 の 森 林 再 生 を 実 現 す

る こ と に よ っ て 付 近 の 天 然 林 と の 連 続 性 を る こ と に よ っ て 付 近 の 天 然 林 と の 連 続 性 を

確 保 し 、 ク マ ゲ ラ の 棲 め る 広 大 な 森 を つ く 確 保 し 、 ク マ ゲ ラ の 棲 め る 広 大 な 森 を つ く

ることを事業のテーマとして掲げている。 ることを事業のテーマとして掲げている。

全 体 構 想 で は 最 初 の 30年 間 を 造 成 期 と 位 全 体 構 想 で は 最 初 の 30年 間 を 造 成 期 と 位

置 づ け 、 と り わ け 初 期 の 10年 間 を 森 林 整 備 置 づ け 、 と り わ け 初 期 の 1 0年 間 を 森 林 整 備

の 重 点 期 間 と し 、 県 が 実 施 の 重 点 期 間 と し て い る こ と か ら 、 県 が 実 施

者 と な り 、 平 成 1 8年 度 か ら ブ ナ 等 の 広 葉 樹 者 と し て 平 成 1 8年 度 か ら ブ ナ 等 の

の 植 栽 を 実 施 し た 。 平 成 27年 度 植 栽 を 実 施 し た 。 こ の 結 果 、 平 成 27年 度

ま で に 実 面 積 で 約 1 0 h aの 植 栽 地 を 造 成 し 、 ま で に 実 面 積 で 約 10 h aの 植 栽 地 を 造 成 し 、

区 画 単 位 で は 、 全 植 栽 区 域 面 積 の 約 75％ に 区 画 単 位 で は 、 全 植 栽 区 域 面 積 の 約 75％ に

植 栽 を 実 施 し た 。 再 生 対 象 の 植 栽 を 実 施 し た 。 こ れ に よ り 、 再 生 対 象 の

牧 場 跡 地 へ の 植 栽 は お お む ね 完 了 し た と 考 牧 場 跡 地 へ の 植 栽 は お お む ね 完 了 し た と 考

え ら れ た こ と か ら 、 平 成 28年 度 か ら 令 和 ２ え ら れ た こ と か ら 、 平 成 2 8年 度 か ら の ５ 年

年 度 ま で の 第 ３ 期 計 画 で は 植 栽 地 の 維 持 管 間 は 植 栽 地 の 維 持 管

理を主として実施した。 理を主として実施した。

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で の 第 ４ 期 ま た 、 自 然 再 生 に は 長 い 期 間 が 必 要 で あ

計 画 で は 、 引 き 続 き 植 栽 地 の 維 持 管 理 を 継 り 、 持 続 可 能 な 取 り 組 み と し て い く に は 多

続 す る と と も に 、 こ れ ま で の 植 樹 地 域 の 樹 様 な 主 体 の 参 画 が 必 要 で あ る 。 こ の た め 、

林 化 の 状 況 と 有 効 な 植 栽 方 法 を 検 証 し た ほ 現 地 施 設 を 拠 点 と し た 自 然 観 察 会 に お い て

か 、 企 業 版 ふ る さ と 納 税 に よ る 寄 附 金 を 原 植 樹 体 験 を 盛 り 込 む な ど 、 事 業 の 普 及 啓 発

資 と し た 植 栽 を 実 施 し 、 新 た に 約 0 . 3 6 h aの にも努めている。

植栽地を造成した。 第 ４ 期 と な る 本 実 施 計 画 で は 、 事 業 開 始

第 ５ 期 計 画 で は 、 第 ６ 次 戦 略 「 生 物 多 様 か ら の 1 5年 間 に お け る 対 象 区 域 の 変 化 を 振

性国家戦略 2023- 203 0」 に掲げられるネイチ り 返 り 、 植 栽 木 の 保 育 や 残 さ れ た 未 植 栽 地

ャーポジティブ（自然再興）の実現に向け、 へ の 植 栽 等 の 要 否 及 び そ の 方 法 を 再 検 討 す

こ れ ま で の 植 栽 地 域 の 樹 林 化 の 状 況 を 引 き る と と も に 、 引 き 続 き 多 様 な 主 体 の 参 画 を

続 き 検 証 し 植 栽 方 法 や 維 持 管 理 方 法 に 順 応 促す取組を強化することを目的とする。

的 に 反 映 さ せ る と と も に 、 令 和 ７ 年 ２ 月 に 計 画 期 間 は 令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で

閣 議 決 定 さ れ た 自 然 再 生 基 本 方 針 や 同 年 ４ の５年間とする。

月 に 施 行 さ れ た 地 域 生 物 多 様 性 増 進 法 の 理

念 と の 整 合 を 図 り 、 企 業 、 民 間 団 体 、 地 域

住 民 等 の 本 事 業 へ の 参 画 を 促 進 さ せ 、 取 組

の 更 な る 強 化 と 事 業 の 持 続 性 の 確 保 に 取 り

組むものとする。

計 画 期 間 は 令 和 ８ 年 度 か ら 令 和 1 2年 度 ま
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での５年間とする。

（コメント）

こ れ ま で の 成 果 と 経 験 を 土 台 に 、 よ り 広

範 な 連 携 と 持 続 性 を 目 指 し ま す 。「 ネ イ チ

ャ ー ポ ジ テ ィ ブ （ 自 然 再 興 ）」 の 視 点 を 明

記 し 、 地 域 生 物 多 様 性 増 進 法 と の 連 携 を 明

確 に 打 ち 出 し ま す 。 企 業 、 民 間 団 体 、 地 域

住 民 と い っ た 多 様 な 主 体 が 、 こ れ ま で 以 上

に 事 業 に 参 加 で き る よ う 取 り 組 み を 強 化 し

ます。

第 １ 章 実 施 者 の 名 称 と 実 施 者 の 属 す る 協 第 １ 章 実 施 者 の 名 称 と 実 施 者 の 属 す る 協

議会 議会

１－１ 実施者の名称 １－１ 実施者の名称

本実施計画書に定める事業は、秋田県（生 本実施計画書に定める事業は、秋田県（農

活 環 境 部 自 然 保 護 課 及 び 農 林 水 産 部 森 林 環 林 水 産 部 森 林 整 備 課 及 び 生 活 環 境 部 自 然 保

境保全課）が実施する。 護課）が実施する。

１－２ 略 １－２ 略

第２章 略 第２章 略

第 ３ 章 周 辺 地 域 の 自 然 環 境 と の 関 係 及 び 第 ３ 章 周 辺 地 域 の 自 然 環 境 と の 関 係 及 び

自然再生の意義と効果 自然再生の意義と効果

３－１ 略 ３－１ 略

３－２ 事業区域周辺の自然環境の現況 ３－２ 事業区域周辺の自然環境の現況

（１）気象

事業区域周辺の年平均気温は約 8℃ で、秋

田 市 と 比 べ 約 4. 7℃ 、 阿 仁 合 と 比 べ 約 2. 2℃

低 く 、 冷 涼 で あ る 。 温 量 指 数 は 6 7で 、 気 候

帯 は 冷 温 帯 、 植 生 帯 で は 落 葉 広 葉 樹 林 （ ブ

ナ）帯に相当する。年降水量は 2,000m mを 大

幅 に 上 回 る と 予 想 さ れ る が 、 こ の 地 域 で の

詳細な観測記録は見当たらず明らかでない。

最 新 積 雪 深 は 、 自 動 撮 影 カ メ ラ に よ る 映 像

から 3～ 4mと 推測される。

な お 、 令 和 ６ 年 か ら 令 和 ７ 年 に か け て 森

林 総 合 研 究 所 に よ る 気 象 観 測 機 器 の 整 備 が

な さ れ 、 気 象 デ ー タ の 自 動 収 集 が 開 始 さ れ

た 。 今 後 、 気 象 の 詳 細 が 明 ら か に な る こ と

が期待されている。

（２） 地形・地質及び土壌 （１） 地形・地質及び土壌

略 略

（３） 植物相 （２） 植物相

森 吉 山 の 上 部 に は 亜 高 山 性 の 針 葉 樹 で あ 森 吉 山 の 上 部 に は 亜 高 山 性 の 針 葉 樹 で あ

る オ オ シ ラ ビ ソ 林 が 成 林 す る ほ か 、 雪 田 植 る オ オ シ ラ ビ ソ 林 が 成 林 す る ほ か 、 雪 田 植

生 が 随 所 に 見 ら れ る 。 森 吉 山 麓 一 帯 は ブ ナ 生 が 随 所 に 見 ら れ る 。 森 吉 山 麓 一 帯 は ブ ナ
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が 優 占 し 、 東 北 地 方 の 日 本 海 側 に 典 型 的 な が 優 占 し 、 東 北 地 方 の 日 本 海 側 に 典 型 的 な

「ブナ－チシマザサ群落」を形成している。 「ブナ－チシマザサ群落」を形成している。

し か し 、 林 床 に サ サ 類 を は じ め と し た 植 し か し 、 林 床 に サ サ 類 を は じ め と し た 植

生 が 少 な い の が 特 徴 で あ り 、 こ れ は か つ て 生 が 少 な い の が 特 徴 で あ り 、 こ れ は か つ て

の林内放牧の影響と考えられている。 の林内放牧の影響と考えられている。

沢筋やノロ川周辺にはヤチダモ、キハダ、 沢筋やノロ川周辺にはヤチダモ、キハダ、

サ ワ グ ル ミ 、 ト チ ノ キ な ど か ら な る 湿 性 林 サ ワ グ ル ミ 、 ト チ ノ キ な ど か ら な る 湿 性 林

が 随 所 に 見 ら れ 、 尾 根 筋 に は 温 帯 性 針 葉 樹 が 随 所 に 見 ら れ 、 尾 根 筋 に は 温 帯 性 針 葉 樹

と し て 、 ス ギ の ほ か 、 ク ロ ベ 、 キ タ ゴ ヨ ウ と し て 、 ス ギ の ほ か 、 ク ロ ベ 、 キ タ ゴ ヨ ウ

が 分 布 し て い る 。 な か で も 、 桃 洞 ・ 佐 渡 ス も 分 布 し て い る 。 な か で も 、 桃 洞 ・ 佐 渡 ス

ギ は 高 標 高 に 生 育 す る ス ギ 原 生 林 と し て 貴 ギ は 高 標 高 に 生 育 す る ス ギ 原 生 林 と し て 貴

重で天然記念物に指定されている。 重で天然記念物に指定されている。

ま た 、 事 業 区 域 周 辺 に は ス ギ 植 林 地 も 存 ま た 、 事 業 区 域 周 辺 に は ス ギ 植 林 地 も 存

在 す る が 、 そ の 一 部 で は ス ギ と 広 葉 樹 と の 在 す る が 、 そ の 一 部 で は ス ギ と 広 葉 樹 と の

混交林化が進んでいる。 混交林化が進んでいる。

こ の 一 帯 の ブ ナ 林 に 多 く 見 ら れ る 植 物 相 こ の 一 帯 の ブ ナ 林 に 多 く 見 ら れ る 植 物 相

は表３－２－２のとおりである。 は表３－２－１のとおりである。

（４）動物相 （３） 動物相

森 吉 山 麓 高 原 周 辺 に は 多 種 多 様 な 動 物 が 事 業 区 域 周 辺 で は 、 本 州 で 昭 和 ５ ０ 年 に

生 息 し て い る 。 こ れ ま で に 、 ニ ホ ン カ モ シ 最 初 に ク マ ゲ ラ （「 平 成 １ ８ 年 に 環 境 省 が

カ や ツ キ ノ ワ グ マ な ど 24種 の 哺 乳 類 、 ク マ 発 表 し た レ ッ ド リ ス ト で 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 （ Ｖ

タカやアカショウビンなど 101種 の 鳥類、ジ Ｕ ） に 選 定 」） の 生 息 、 繁 殖 が 確 認 さ れ て

ム グ リ や シ ロ マ ダ ラ な ど ５ 種 の 爬 虫 類 、 キ い る こ と か ら 、 事 業 地 を 含 む 一 帯 が 国 指 定

タ オ ウ シ ュ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ や カ ジ カ ガ エ 鳥 獣 保 護 区 に 指 定 さ れ て い る 。 特 に 、 事 業

ル な ど 10種 の 両 生 類 、 イ ワ ナ や ス ナ ヤ ツ メ 区 域 に 隣 接 す る 南 東 部 の ブ ナ 林 は ク マ ゲ ラ

な ど ６ 種 の 淡 水 魚 類 、 オ ニ ク ワ ガ タ や ヒ メ の 繁 殖 中 核 地 と し て 開 発 行 為 が 禁 止 さ れ る

ギフチョウなど 155種 の 昆虫類が確認されて 「 鳥 獣 保 護 区 特 別 保 護 地 区 」 に 指 定 さ れ て

いる。（表３－２－３） いる。（図３－２－１）

ま た 、 事 業 区 域 周 辺 で は 、 昭 和 5 3年 に 本 ま た 、 ニ ホ ン カ モ シ カ や ツ キ ノ ワ グ マ な

州 で 初 め て ク マ ゲ ラ の 繁 殖 が 確 認 さ れ て お ど 多 種 多 様 な 動 植 物 が 生 息 し て お り 、 こ の

り 、 後 に 事 業 地 を 含 む 一 帯 が 国 指 定 森 吉 山 一 帯 に お け る 動 物 相 は 、 表 ３ － ２ － ２ の と

鳥 獣 保 護 区 に 指 定 さ れ て い る 。 特 に 事 業 区 おりである。

域 に 隣 接 す る 南 東 部 の ブ ナ 林 は ク マ ゲ ラ の

繁 殖 中 核 地 と し て 特 別 保 護 地 区 に 指 定 さ れ

ている（図３－３－１）。

３－３ 略 ３－３ 略

（コメント）

最新のモニタリングや調査結果に基づき、

気 象 、 植 物 相 、 動 物 相 に 関 す る 記 述 を よ り

科学的で詳細な内容に更新しました。

第 ４ 章 自 然 再 生 の た め の 具 体 的 な 実 施 方 第 ４ 章 自 然 再 生 の た め の 具 体 的 な 実 施 方

針 針

４ － １ 植 栽 等 に よ る 自 然 再 生 の 基 本 的 ４ － １ 植 栽 等 に よ る 自 然 再 生 の 基 本 的

な考え方 な考え方

放 牧 跡 地 を 森 林 に 再 生 す る た め の 基 本 的 放 牧 跡 地 を 森 林 に 再 生 す る た め の 基 本 的
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な 手 法 は 、 ブ ナ を 主 体 と し た 林 冠 構 成 種 の な 手 法 は 、 ブ ナ を 主 体 と し た 林 冠 構 成 種 の

苗 木 の 植 栽 と し 、 苗 木 の 植 栽 で あ り 、 こ れ に つ い て は 、 再 生

の 基 盤 整 備 と し て 平 成 1 8年 か ら 平 成 2 7年 に

かけて実面積で 10ｈ ａの植栽を行ったほか、

平 成 2 8年 か ら 令 和 元 年 に か け て 植 栽 地 の 保

育業務としての補植を実施してきた。また、

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に よ る 植 栽 も 随 時 行 わ れ

ている。

放 牧 跡 地 内 各 本 事 業 に お け る 植 栽 で は 、 放 牧 跡 地 内 各

所 に 点 在 的 に 植 栽 木 の 「 島 」 を 造 成 す る こ 所 に 点 在 的 に 植 栽 木 の 「 島 」 を 造 成 す る こ

と を 基 本 と し て い る 。 こ れ は 、 今 後 成 長 し と を 基 本 と し て い る 。 こ れ は 、 今 後 成 長 し

た 植 栽 木 か ら の 種 子 散 布 に よ っ て こ れ ら の た 植 栽 木 か ら の 種 子 散 布 に よ っ て こ れ ら の

島 が 拡 大 し 、 最 終 的 に は 周 囲 の 天 然 林 や 他 島 が 拡 大 し 、 最 終 的 に は 周 囲 の 天 然 林 や 他

の 島 と の 連 続 性 が 確 保 さ れ 、 事 業 対 象 区 域 の 島 と の 連 続 性 が 確 保 さ れ 、 事 業 対 象 区 域

内 全 体 が 森 林 化 す る こ と で 、 効 率 的 に 森 林 内 全 体 が 森 林 化 す る こ と で 、 効 率 的 に 森 林

再 生 が 実 現 さ れ る こ と を 見 据 え た も の で あ 再 生 が 実 現 さ れ る こ と を 見 据 え た も の で あ

る（図４－１－１）。 る（図４－１－１）。

植 栽 の 開 始 か ら 、 造 成 期 と 位 置 づ け た 30 植 栽 の 開 始 か ら 、 造 成 期 と 位 置 づ け た 30

年 の う ち 2 0年 が 経 過 し て お り 、 事 年 の 半 分 に 当 た る 15年 が 経 過 し て お り 、 事

業 対 象 区 域 の 状 況 を 把 握 し 直 す べ き 時 期 に 業 対 象 区 域 の 状 況 を 把 握 し 直 す べ き 時 期 に

至 っ て い る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 本 実 施 至 っ て い る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 本 実 施

計 画 で は 、 既 植 栽 地 の 再 確 認 、 植 栽 木 の 保 計 画 で は 、 既 植 栽 地 の 再 確 認 、 植 栽 木 の 保

育 方 法 の 再 検 討 、 未 植 栽 地 の 現 状 の 確 認 及 育 方 法 の 再 検 討 、 未 植 栽 地 の 現 状 の 確 認 及

び 新 規 植 栽 の 要 否 の 検 討 等 を 実 施 し 、 こ れ び 新 規 植 栽 の 要 否 の 検 討 等 を 実 施 し 、 こ れ

ま で の 取 組 を 土 台 と し て 、 よ り 効 果 的 な 森 ま で の 取 組 を 土 台 と し て 、 よ り 効 果 的 な 森

林再生を目指すこととする。 林再生を目指すこととする。

新 た に 植 栽 地 を 設 け る な お 、 検 討 の 結 果 新 た に 植 栽 地 を 設 け る

場 合 は 、 こ れ ま で の 植 栽 地 で の 生 育 状 況 の 場 合 は 、 第 １ 期 か ら 第 ３ 期 実 施 計 画 に 記 載

検 証 を 踏 ま え 、 島 状 、 列 状 植 栽 の 手 法 を 準 し た 島 状 、 列 状 植 栽 の 手 法 を 準

用 す る も の と す る （ 図 ４ － １ － ２ ）。 用 す る も の と す る （ 図 ４ － １ － ２ ） が 、 こ

れ ま で の 植 栽 地 で の 生 育 状 況 を 基 に 具 体 的

な植栽方法について検討する。

ま た 、 現 地 に お け る 自 然 観 察 会 や 野 外 活 ま た 、 現 地 に お け る 自 然 観 察 会 や 野 外 活

動基地指定管理者の自主活動による植樹等、動基地指定管理者の自主活動による植樹等、

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に よ る 植 栽 に つ い て は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に よ る 植 栽 に つ い て は 、

継続して実施するものとする。 継続して実施するものとする。

平 成 18年 か ら の 植 栽 地 の 一 部 で 県 林 業 研 平 成 1 8年 か ら の 植 栽 地 の 一 部 で 県 林 業 研

究 研 修 セ ン タ ー が 実 施 し て い る モ ニ タ リ ン 究 研 修 セ ン タ ー が 実 施 し て い る モ ニ タ リ ン

グ に つ い て は 、 グ に つ い て は 、 条 件 の 違 い に よ る 植 栽 木 の

活 着 率 や 成 長 速 度 の 差 な ど に つ い て 一 定 の

事 業 効 知 見 が 得 ら れ つ つ あ る が 、 今 後 も 、 事 業 効

果 の 判 定 や 順 応 的 管 理 に 必 要 不 可 欠 で あ る 果 の 判 定 や 順 応 的 管 理 に 必 要 不 可 欠 で あ る

ことから、引き続き実施するものとする。 ことから、引き続き実施するものとする。

４－２ 植栽区域 ４－２ 植栽区域

平 成 １ ８ 年 度 の 試 験 植 栽 か ら 平 成 ２ ７ 年 平 成 １ ８ 年 度 の 試 験 植 栽 か ら 平 成 ２ ７ 年

度 ま で の １ ０ 年 間 で 、 再 生 対 象 区 域 内 の ほ 度 ま で の １ ０ 年 間 で 、 再 生 対 象 の 大 部 分 の

ぼ 全 域 で 島 状 植 栽 等 が 行 わ れ て お り （ 図 ４ 草 地 跡 に 植 栽 を 行 っ て お り （ 図 ４

－ ２ － ２ ）、 こ の 中 で 活 着 率 の 低 い 一 部 箇 － ２ － １ ）、 こ の 中 で 活 着 率 の 低 い 一 部 箇

所 等 に つ い て は 、 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 令 和 元 所 等 に つ い て は 、 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 令 和 元
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年 度 に か け て 保 育 業 務 と し て の 補 植 も 行 わ 年 度 に か け て 保 育 業 務 と し て の 補 植 も 行 わ

れ て い る 。 加 え て 、 事 業 対 象 区 域 内 の 各 所 れ て い る 。 加 え て 、 事 業 対 象 区 域 内 の 各 所

で ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に よ る 植 栽 も 随 時 実 施 で ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に よ る 植 栽 も 随 時 実 施

している。 している。

な お 、 事 業 地 内 で は 既 に 二 次 林 化 し て い な お 、 事 業 地 内 で は 既 に 二 次 林 化 し て い

る 箇 所 （ 写 真 ４ － ２ － １ ） や 、 徐 々 に 広 葉 る 箇 所 （ 写 真 ４ － ２ － １ ） や 、 徐 々 に 広 葉

樹 が 侵 入 し て い る 箇 所 が あ り 、 そ れ ら の 箇 樹 が 侵 入 し て い る 箇 所 が あ り 、 そ れ ら の 箇

所についてはその遷移にゆだねることとし、所についてはその遷移にゆだねることとし、

場 合 に よ っ て は 刈 り だ し 等 の 更 新 補 助 作 業 場 合 に よ っ て は 刈 り だ し 等 の 更 新 補 助 作 業

を検討する。 を検討する。

事 業 開 始 以 降 の 年 月 の 経 過 に よ り 、 上 記 事 業 開 始 以 降 の 年 月 の 経 過 に よ り 、 上 記

既 植 栽 箇 所 の 配 置 及 び 植 栽 木 の 状 態 、 並 び 既 植 栽 箇 所 の 配 置 及 び 植 栽 木 の 状 態 、 並 び

に 二 次 林 化 の 範 囲 及 び 生 育 状 況 等 に つ い て に 二 次 林 化 の 範 囲 及 び 進 行 状 況 等 に つ い て

不 明 確 な 部 分 が 生 じ つ つ あ る こ と か ら 、 本 不 明 確 な 部 分 が 生 じ つ つ あ る こ と か ら 、 本

実 施 計 画 で は 事 業 対 象 区 域 の 現 況 確 認 を 行 実 施 計 画 で は 事 業 対 象 区 域 の 現 況 確 認 を 行

い 、 そ の 結 果 、 必 要 性 が 見 込 ま れ た 箇 所 に い 、 そ の 結 果 、 必 要 性 が 見 込 ま れ た 箇 所 に

つ い て は 、 植 栽 の 実 施 を 検 討 す る も の と す つ い て は 、 植 栽 の 実 施 を 検 討 す る も の と す

る。 る。

未 植 栽 箇 所 に つ い て は 、 必 要 に 応 じ ド ロ 未 植 栽 箇 所 に つ い て は 、 必 要 に 応 じ ド ロ

ー ン 等 を 活 用 し つ つ 森 林 化 の 進 行 状 況 を 把 ー ン 等 を 活 用 し つ つ 森 林 化 の 進 行 状 況 を 把

握 す る 。 こ の 結 果 、 チ シ マ ザ サ 、 ス ス キ 等 握 す る 。 こ の 結 果 、 チ シ マ ザ サ 、 ス ス キ 等

の 侵 入 に よ り 森 林 化 が 不 十 分 と 見 受 け ら れ の 侵 入 に よ り 森 林 化 が 不 十 分 と 見 受 け ら れ

る 箇 所 に つ い て は 直 接 現 地 を 確 認 し 、 新 規 る 箇 所 に つ い て は 直 接 現 地 を 確 認 し 、 新 規

植栽の要否及び可否を判断することとする。植栽の要否及び可否を判断することとする。

既 植 栽 箇 所 に つ い て も 同 様 に 状 況 を 再 確 既 植 栽 箇 所 に つ い て も 同 様 に 状 況 を 再 確

認 し 、 活 着 率 の 低 い 箇 所 に つ い て は 補 植 の 認 し 、 活 着 率 の 低 い 箇 所 に つ い て は 補 植 の

可 否 及 び そ の 方 法 に つ い て 慎 重 に 検 討 す る 可 否 及 び そ の 方 法 に つ い て 慎 重 に 検 討 す る

こととする。 こととする。

ま た 、 青 少 年 野 外 活 動 セ ン タ ー 、 親 子 キ ま た 、 青 少 年 野 外 活 動 セ ン タ ー 、 親 子 キ

ャ ン プ 場 、 大 印 展 望 台 な ど の 既 存 野 外 活 動 ャ ン プ 場 、 大 印 展 望 台 な ど の 既 存 野 外 活 動

施 設 周 辺 に つ い て は 、 草 地 自 体 も 施 設 と の 施 設 周 辺 に つ い て は 、 草 地 自 体 も 施 設 と の

一 体 的 な 活 用 が 期 待 で き る こ と か ら 、 原 則 一 体 的 な 活 用 が 期 待 で き る こ と か ら 、 原 則

として現況を維持することを基本とするが、として現況を維持することを基本とするが、

利 用 者 に よ る キ ャ ン プ 場 周 辺 へ の 植 栽 な ど 利 用 者 に よ る キ ャ ン プ 場 周 辺 へ の 植 栽 な ど

施 設 利 用 と 一 体 的 な 再 生 活 動 が 行 え る 場 合 施 設 利 用 と 一 体 的 な 再 生 活 動 が 行 え る 場 合

は、適宜柔軟に対応するものとする。 は、適宜柔軟に対応するものとする。

そ の 他 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 等 が 新 た に 植 そ の 他 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 等 が 新 た に 植

栽 を 行 お う と す る 場 合 は 、 既 存 の 植 栽 箇 所 栽 を 行 お う と す る 場 合 は 、 既 存 の 植 栽 箇 所

と の 位 置 関 係 な ど を 勘 案 し て 、 適 切 な 箇 所 と の 位 置 関 係 な ど を 勘 案 し て 、 適 切 な 箇 所

に植栽するよう調整するものとする。 に植栽するよう調整するものとする。

４－３ 植栽方法 ４－３ 植栽方法

（１）～（３） 略 （１）～（３） 略

（４） 植栽時期 （４） 植栽時期

植 栽 に つ い て は 、 イ ベ ン ト や ボ ラ ン テ ィ 植 栽 に つ い て は 、

ア等によるものを除き、植栽適期の春期（５ 植 栽 適 期 の 春 期 （ ５

～６月）と秋期（１０月～１１月）とする。 ～ ６ 月 ） と 秋 期 （ １ ０ 月 ～ １ １ 月 ） と す る

ほ か 、 ボ ラ ン テ ィ ア 等 に よ る 植 栽 に つ い て

は、適宜その時期を検討する。

（５） 略 （５） 略
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４－４～４－５ 略 ４－４～４－５ 略

４－６ 育苗方法 ４－６ 育苗方法

（１）ブナの育苗 （１）ブナの育苗

植 栽 に 用 い る 苗 木 は 、 野 外 活 動 基 地 で 育 植 栽 に 用 い る 苗 木 は 、 引 き 続 き 、 事 業 地

苗を行うものとする（写真４－６－１）。 外 （ 県 林 業 研 究 研 修 セ ン タ ー ） と 事 業 地 内

（ 野 外 活 動 基 地 周 辺 ） の ２ か 所 で の 育 苗 を

行うものとする（写真４－６－１）。

事 業 地 内 で は 、 青 少 年 野 外 活 動 基 地 の 指

定 管 理 者 と 協 力 し な が ら 、 ボ ラ ン テ ィ ア 用

に ポ ッ ト 苗 の 育 成 や 、 ブ ナ 以 外 の 樹 種 の 育

苗 を 行 う 。 ま た 、 事 業 地 外 に お い て は 県 林

業 研 究 研 修 セ ン タ ー に お い て も 引 き 続 き 苗

木を育成するものとする。

（２） その他の樹種の育苗 （２） その他の樹種の育苗

森 吉 山 麓 一 帯 に は ブ ナ の ほ か に 多 種 類 の 森 吉 山 麓 一 帯 に は ブ ナ の ほ か に 多 種 類 の

樹 木 が 生 育 し て お り 、 こ う し た 樹 木 も 多 様 樹 木 が 生 育 し て お り 、 こ う し た 樹 木 も 多 様

な 森 林 を 構 成 す る に は 必 要 不 可 欠 で あ る 。 な 森 林 を 構 成 す る に は 必 要 不 可 欠 で あ る 。

（写真４－６－２） （写真４－６－２）

特に、高木層を形成する代表的な樹種で 特に、高木層を形成する代表的な樹種で

現地での種子確保が可能な樹種（トチノキ、 種 子 散 布 力 の 小 さ い ミ ズ ナ ラ 、 ト チ ノ キ な

ミ ズ ナ ラ な ど ） に つ い て は 野 外 活 動 基 地 の ど は 、 現 地 で の 採 種 が 可 能 な 場 合 に は 、 ブ

指 定 管 理 者 と 協 力 し な が ら 、 ボ ラ ン テ ィ ア ナと併せて育苗を行うこととする。

用 に ポ ッ ト 苗 の 育 成 や 、 ブ ナ 以 外 の 樹 種 の な お 、 こ れ ら の 種 子 の 採 種 及 び 育 苗 に つ

育苗を行うものとする。 いては、自然環境学習との連携も考慮する。

４－７ モニタリング

（１） 目的

モ ニ タ リ ン グ は 、 植 栽 木 や 自 生 木 の 定 着 、

生 育 状 況 等 を 調 査 す る と と も に 、 再 生 の 目

標 と な る ブ ナ 残 存 林 に つ い て の 観 測 を 実 施

し 、 再 生 の 状 況 を 把 握 し 、 取 り 組 み の 内 容

を 評 価 し 、 必 要 に 応 じ て 改 善 を 図 る た め 実

施 計 画 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う こ と を 目

的とする。

（２） 調査方法

植 栽 地 等 に 調 査 区 画 や 調 査 木 を 設 定 し 、 対

象 木 に つ い て 、 活 着 や 生 残 、 成 長 量 、 病 虫

獣 害 の 有 無 や 程 度 な ど 生 育 状 況 を 経 年 的 に

調 査 す る （ 図 ４ － ７ － １ ）。 さ ら に 、 必 要

に 応 じ て 、 幼 稚 樹 や 自 生 木 に つ い て 、 そ の

種類や定着状況を調査する。

ブ ナ 残 存 林 に つ い て は 、 2 0 2 0年 に 設 定 し た

「 森 吉 山 麓 高 原 森 林 生 態 系 長 期 大 規 模 モ ニ

タリングサイト」（約 6.0ha、図４－７－２）

で 森 林 動 態 の 観 測 を 行 い 、 ブ ナ の 開 花 結 実

量観測、気象観測なども併せて行う。
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図 ４ － ７ － ２ 森 吉 山 麓 高 原 森 林 生 態 系 長

期大規模モニタリングサイトの状況

（３） これまでのモニタリング結果

こ れ ま で の モ ニ タ リ ン グ 調 査 の 状 況 は 図 ４

－ ７ － ３ 及 び 図 ４ － ７ － ４ の と お り と な っ

て い る 。 図 ４ － ７ － １ に も 記 載 の と お り 、

島 １ １ 、 １ ２ 、 セ ン タ ー に つ い て は 、 育 苗

苗 の 区 画 と し て 後 年 に 追 加 し た 区 画 で あ り

（ そ れ 以 外 は 山 採 ）、 ま た 、 高 植 え 及 び 斜

め植えを実施した区画（高大、高小、斜大、

斜小）は土壌が良質な区画である。

島 １ か ら 島 １ ０ は 客 土 、 堆 肥 、 苗 の 大 き さ

な ど を 変 え て 試 験 し て お り 、 堆 肥 は 活 着 率

の 向 上 に は 寄 与 し な い も の の 、 樹 高 成 長 に

は効果があると推察されている。

ま た 、 島 １ １ 、 １ ２ 、 セ ン タ ー 及 び 高 植 え

・ 斜 め 植 え を 実 施 し た 区 画 で は 枯 下 り や 枯

死 の 比 率 が 低 く 、 土 壌 と 苗 木 の 質 が 活 着 に

影響することも示唆されている。

こ れ ら の こ と か ら 、 植 栽 初 期 の 諸 条 件 （ 苗

木 の 質 、 土 壌 条 件 な ど ） が 肝 要 で あ り 、 植

栽にあたっては条件整備が必要といえる。

ま た 、 共 通 し て 、 ４ 年 ほ ど は 成 長 が 抑 制 さ

れ る が 、 そ の 後 は 成 長 が 認 め ら れ る よ う に

なっている。

い ず れ に し て も 、 植 栽 木 が 成 林 す る か ど う

か を 見 極 め て い く た め に は 、 継 続 的 な 観 察

が必要である。

４－７ 略 ４－８ 略

４－８ 略 ４－９ 略

（コメント）

第 ４ 期 計 画 の 方 針 を 土 台 と し 、 こ れ ま で

の事業の成果から島状植栽を基本手法とし、

ま た 苗 木 の 育 苗 場 所 や 育 苗 樹 種 等 を 最 新 の

ものに更新しました。

第 ５ 章 モ ニ タ リ ン グ 及 び 自 然 生 態 系 に 関

する調査研究

５ － １ 植 栽 地 に お け る モ ニ タ リ ン グ の

実施

（１）目的

モニタリングは、植栽木や自生木の定着、

生 育 状 況 等 を 継 続 し て 調 査 す る こ と で 再 生

の 状 況 を 把 握 し 、 取 組 の 内 容 を 評 価 す る こ
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と を 目 的 に 行 う 。 必 要 に 応 じ て 改 善 策 を 講

じ 、 実 施 計 画 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う こ

ととする。

（２）調査方法

植栽地等に調査区画や調査木を設定し (図

５－１－１ )、対象木について、活着や生残、

成 長 量 、 病 虫 獣 害 の 有 無 や 程 度 、 枯 死 要 因

な ど 、 生 育 状 況 を 経 年 的 に 調 査 す る （ 図 ５

－ １ － ２ ）。 必 要 に 応 じ て 、 自 生 木 の 種 類

や定着状況、更新状況に関する調査を行う。

５ － ２ 植 栽 地 に お け る モ ニ タ リ ン グ の 結

果

各 調 査 区 画 の 植 栽 仕 様 を 図 ５ － １ － ２ に

示 す 。 ほ と ん ど の 区 画 が 事 業 開 始 か ら 間 も

な く 設 置 さ れ た た め 、 苗 木 の 育 成 が 間 に 合

わ ず 、 山 採 苗 に よ る 植 栽 が 行 わ れ て い る 。

一方、島１１」、「島１２」、「センター」に

つ い て は 、 後 年 に 追 加 さ れ た 区 画 で あ り 、

苗 木 に よ る 植 栽 が 行 わ れ て い る 。「 島 １ 」

か ら 「 島 １ ０ 」 に つ い て は 、 客 土 、 堆 肥 、

苗 の 大 き さ な ど を 変 え た 植 栽 試 験 を 行 っ て

い る。「 高大」、「高小」、「斜大」、「 斜小」

に つ い て は 、 深 植 え を 避 け 直 立 状 に 植 え た

（ 高 植 え ） 区 画 と 斜 立 状 に 植 え た 区 画 で 、

さ ら に 苗 木 サ イ ズ （ 大 と 小 ） と の 組 み 合 わ

せ に よ る 設 定 と な っ て い る 。 こ の ４ 区 画 に

つ い て は 、 事 業 実 施 前 に 行 っ た 土 壌 調 査 の

結 果 か ら 、 土 壌 条 件 に つ い て は 森 林 土 壌 に

類似し、比較的良好と判断されている。

こ れ ま で の モ ニ タ リ ン グ 調 査 の 状 況 は 図

５ － ２ － １ 及 び 図 ５ － ２ － ２ の と お り と な

っ て い る 。 こ れ ま で の 結 果 と し て 、 堆 肥 の

施 用 に つ い て は 、 活 着 率 の 向 上 に は 寄 与 し

な い も の の 、 樹 高 成 長 に は 効 果 が あ る と 推

察されている。また、「島１１」、「島１２」、

「 セ ン タ ー 」 及 び 「 高 植 え ・ 斜 め 植 え を 実

施 し た 区 画 」 で は 、 枯 下 り や 枯 死 の 比 率 が

低 い こ と か ら 、 育 成 し た 苗 木 を 使 用 し た こ

と 、 土 壌 条 件 が 良 好 で あ っ た こ と が 活 着 に

プラスに影響したと推定されている。

こ れ ら の こ と か ら 、 ブ ナ 林 の 再 生 に は 、

植 栽 初 期 の 諸 条 件 （ 苗 木 の 質 、 土 壌 条 件 な

ど ） を 満 た す こ と が 肝 要 で あ り 、 植 栽 に あ

た っ て の 立 地 の 選 択 や 条 件 整 備 に 重 点 を 置

く 必 要 が あ る と い え る 。 共 通 し て 、 植 栽 か

ら ４ 年 ほ ど 成 長 が 抑 制 さ れ る が 、 そ の 後 は

上長成長が認められるようになることから、

獣 害 や 雪 害 対 策 も 含 め 、 植 栽 後 の 育 成 初 期

段 階 を い か に 乗 り 切 る か が ポ イ ン ト に な る



- 9 -

と 考 え ら れ る 。「 島 １ ２ 」 に 関 し て は 、 埋

土 種 子 由 来 と み ら れ る ウ ダ イ カ ン バ が 植 栽

区 域 内 に 大 量 に 発 生 定 着 し て お り 、 植 栽 木

を 超 え る 成 長 を 示 し て い る 。 現 在 、 ウ ダ イ

カ ン バ － ブ ナ 二 段 林 の 様 相 を 呈 し 成 林 し て

いる（図５－２－３）。

以 上 の と お り 、 一 部 の 植 栽 地 で は 低 木 林

と し て 森 林 化 が 進 行 し て お り 、 新 た な ス テ

ー ジ と し て 成 林 状 況 を 見 極 め る た め の 取 り

組みが必要である。

（２）ドローンを活用した調査

自 然 再 生 事 業 が ス タ ー ト し て か ら お よ そ

２ ０ 年 が 経 過 し た 。 草 地 跡 か ら 森 林 へ の 移

行 が ど の 程 度 進 行 し た の か 、 再 生 状 況 の 実

態把握と植栽による事業効果の検証のため、

第 ４ 期 計 画 期 間 中 か ら 一 部 の エ リ ア で ド ロ

ー ン に よ る 空 撮 を 開 始 し た 。 自 然 再 生 事 業

対 象 地 南 部 の 例 では （図 ５ －２ － ３）、 約 4

0haの エ リアのうち、苗木植栽や天然更新に

より、 9.1h aが 低 木林として樹林化が進行し

ており、既存の高木林と合わせ約 50%の エ リ

アが森林化している実態が明らかとなった。

他 の エ リ ア で も 同 様 の 調 査 を 実 施 し 、 再 生

の 状 況 の 確 認 や 植 栽 等 実 施 の 要 否 に つ い て

検討を行う。

５ － ３ 自 然 再 生 事 業 地 内 に お け る 自 然 生

態系に関する調査研究

（ １ ） 森 林 生 態 系 長 期 大 規 模 モ ニ タ リ ン グ

サイトでの観測

自 然 再 生 事 業 区 域 内 に お い て は 、 20 2 0年

に 設 定 し た 「 森 吉 山 麓 高 原 森 林 生 態 系 長 期

大 規 模 モ ニ タ リ ン グ サ イ ト 」（ 図 ５ － １ －

１ ） で 、 牧 場 跡 地 内 に 残 存 す る ブ ナ を 中 心

と し た 落 葉 広 葉 樹 林 を 対 象 に 、 森 林 動 態 に

関する観測や調査研究を行っている。なお、

本 サ イ ト は 、 森 林 総 合 研 究 所 、 国 立 環 境 研

究 所 、 秋 田 県 立 大 学 な ど が 研 究 サ イ ト と し

て 活 用 し て お り 、 大 気 、 気 象 、 水 、 土 壌 、

昆 虫 、 植 物 な ど を 対 象 と し た 研 究 を 進 め て

い る 。 引 き 続 き 多 様 な 主 体 の 参 画 を 得 て 、

森 吉 山 麓 高 原 に お け る 自 然 生 態 系 に 関 す る

調 査 研 究 の 充 実 を 図 る 。 な お 、 本 サ イ ト に

つ い て は 、 地 域 に お け る 生 物 の 多 様 性 の 増

進 の た め の 活 動 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 （ 以

下 「 地 域 生 物 多 様 性 増 進 法 」 と い う 。） に

基 づ く 「 自 然 共 生 サ イ ト 」 へ の 登 録 を 目 指

している。

（２）ブナの開花結実量の観測

ブ ナ は 年 ご と の 開 花 結 実 量 が 不 規 則 で 、
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豊 凶 が 激 し く 、 し か も こ の 現 象 が 広 域 に 同

調 す る こ と で 知 ら れ て い る 。 森 吉 山 麓 高 原

に お け る ブ ナ 林 の 再 生 を 進 め る に あ た っ て

は 、 苗 木 生 産 の た め の 種 子 の 確 保 や 天 然 下

種 更 新 の タ イ ミ ン グ を 知 る 必 要 が あ り 、 ま

た 、 種 子 食 昆 虫 や ツ キ ノ ワ グ マ 、 ノ ネ ズ ミ

な ど 動 物 の 個 体 数 変 動 に も 影 響 す る こ と か

ら 、 種 子 豊 凶 に 関 わ る 情 報 や 知 見 が 不 可 欠

で あ る 。 こ う し た 背 景 か ら 、 ブ ナ の 開 花 結

実 量 に 関 す る モ ニ タ リ ン グ を 20 0 5年 か ら 継

続して実施している。

20 0 5～ 20 2 5年 ま で の シ ー ド ト ラ ッ プ に よ

る観測では、 20年 間に豊作（健全堅果が 200

個 /㎡ 以上落下）が 5回観測され（ 05、 13、 1

5、 22、 24年 ）、 そ の 間隔 は最短 2年 、 最 長 8

年 、平均 4年 であった。県内の他の観測地と

比 べ て 開 花 量 が 多 く 、 20 2 4年 に は 、 豊 作 基

準のおよそ 3.5倍 、 700個 /㎡ を 超える健全な

種子の落下が記録された。

な お 、 こ れ ま で の 観 測 デ ー タ に 加 え 、 秋

に 形 成 さ れ る 冬 芽 に 占 め る 混 芽 の 割 合 を 調

査 す る こ と で 、 翌 年 の 結 実 量 を 予 測 す る 技

術 を 開 発 し 、 精 度 の 高 い 予 測 が 可 能 と な っ

ており、同様の調査を継続していく。

（コメント）

調 査 研 究 の 成 果 が 蓄 積 さ れ て き た こ と 、

ま た 今 後 は 植 栽 地 の 状 況 を 把 握 す る こ と が

重 要 と な る た め 、 第 ４ 章 に 記 載 し て い た モ

ニ タ リ ン グ に 関 す る 項 目 を 削 り 、 新 た に 独

立した「第５章 モニタリング及び自然生態

系 に 関 す る 調 査 研 究 」 と し て 詳 述 す る 構 成

とします。

こ れ に よ り 、 科 学 的 知 見 に 基 づ く 順 応 的

な管理を重視する姿勢をより明確にします。

第６章 自然観察・自然環境学習について 第５章 自然観察・自然環境学習について

６－１ 基本的な考え方 ５－１ 基本的な考え方

本 事 業 対 象 区 域 周 辺 は 、 本 州 で 最 初 に ク 自 然 再 生 へ の 取 組 は 長 期 に わ た る 事 業 で

マ ゲ ラ の 生 息 ・ 繁 殖 が 確 認 さ れ た 豊 か な 自 あ り 、 持 続 的 に 再 生 を 継 続 し て い た め に は

然 環 境 に 恵 ま れ た 地 域 で あ り 、 太 平 湖 や 森 多 く の 人 々 の 理 解 、 協 力 及 び 参 画 が 必 要 で

吉 山 ダ ム の 水 源 地 に も な っ て い る 。 ま た 、 ある。

そ の 自 然 環 境 の 豊 か さ か ら 、 近 隣 の 瀑 布 や 本 事 業 対 象 区 域 周 辺 は 、 第 ２ 章 、 第 ３ 章

紅 葉 の 観 賞 、 登 山 等 を 目 的 と し 、 県 内 外 か で 記 述 し た と お り 、 本 州 で 最 初 に ク マ ゲ ラ

ら 多 く の 来 訪 者 が 訪 れ る 魅 力 あ る 地 域 で あ の 生 息 ・ 繁 殖 が 確 認 さ れ た 豊 か な 自 然 環 境

る。 に 恵 ま れ た 地 域 で あ り 、 太 平 湖 や 森 吉 山 ダ

こ う し た 来 訪 の 機 会 を 通 じ 、 再 生 事 業 へ ムの水源地にもなっている。

の 参 画 の 機 会 を 提 供 す る こ と は 、 人 と 自 然 近 隣 の 集 落 か ら ３ ０ キ ロ メ ー ト ル 近 く 離

の 関 わ り 方 を 通 し て 自 然 再 生 の た め の 取 組 れ た 奥 地 の た め 、 地 域 住 民 に と っ て 身 近 な
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の 意 議 や 重 要 性 な ど を 理 解 し て も ら う 好 機 場 所 で あ る と は い え な い も の の 、 前 述 の 自

と な り う る も の で あ り 、 本 地 域 の 更 な る 魅 然 環 境 の 豊 か さ か ら 、 近 隣 の 瀑 布 や 紅 葉 の

力の向上にも繋がるものである。 観 賞 等 を 目 的 と し た 県 外 を 含 む 来 訪 者 も 多

過 去 に 失 わ れ た ブ ナ 林 再 生 の 取 組 に よ り く 、 奥 山 で の 森 林 再 生 に 目 を 向 け て も ら う

豊 か な 自 然 環 境 の 保 全 を 図 る 本 事 業 を 持 続 場所としての価値や魅力は十分にある。

可 能 な も の と す る た め に は 、 事 業 の 認 知 度 近 年 、 生 物 多 様 性 や 森 林 の 持 つ 多 面 的 機

の 更 な る 向 上 を 図 り 、 世 代 を 超 え た 多 く の 能 等 、 自 然 の 仕 組 み や 人 と の つ な が り に 対

人 々 が 参 画 で き る 仕 組 み を 構 築 し て い く と す る 認 識 は 必 ず し も 高 ま り 続 け て い る と は

と も に 、 企 業 等 の 参 加 を 得 て 民 間 の 資 金 や い え な い 面 も あ る が 、 一 方 で 、 県 で は 生 物

人 材 ・ 技 術 等 を 活 用 し た 取 組 を 推 進 す る こ 多 様 性 地 域 戦 略 を 策 定 す る な ど 、 新 た な 動

とが必要である。 きもみられる。

令 和 ７ 年 ４ 月 に 施 行 さ れ た 地 域 生 物 多 様 こ の こ と は 、 人 と 自 然 の 関 わ り 方 を 通 し

性 増 進 法 は 、 企 業 、 民 間 団 体 、 地 域 住 民 、 て 自 然 再 生 の た め の 取 組 の 意 議 や 重 要 性 な

地 方 公 共 団 体 等 が 実 施 主 体 と な る 生 物 多 様 ど を 理 解 し て も ら う 好 機 と も な り う る も の

性 を 維 持 、 回 復 又 は 創 出 す る 活 動 の 促 進 を で あ り 、 前 述 の 来 訪 者 等 を 含 め 、 地 域 内 外

図 る も の で あ り 、 各 実 施 者 が そ れ ぞ れ 個 別 の 多 く の 人 々 を 対 象 と し て 本 再 生 事 業 の 認

の 取 組 と し て 再 生 事 業 を 展 開 す る を 推 奨 し 知の向上を図るチャンスでもある。

ている。第６次戦略「生物多様性国家戦略 2 こ の た め 、 事 業 対 象 地 を 含 め た 一 帯 に お

0 2 3 - 2 0 3 0」 に 掲 げ ら れ る ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ け る 自 然 観 察 や 自 然 体 験 、 さ ら に は 再 生 活

ィ ブ （ 自 然 再 興 ） や 陸 と 海 の 30％ 以 上 を 保 動 の 中 心 と な る 植 樹 ・ 育 樹 活 動 な ど の 取 組

全 す る 30 b y 3 0等 の 目 標 の 達 成 に 向 け 、 自 然 を 広 く 行 い な が ら 、 本 事 業 の Ｐ Ｒ と 理 解 の

再 生 推 進 法 と 地 域 生 物 多 様 性 増 進 法 に 基 づ 促進に努めていくものとする。

く 自 然 再 生 の 取 組 を 連 携 さ せ る こ と で 、 相

乗 効 果 を 発 揮 し 、 自 然 再 生 の 更 な る 推 進 を

図る必要がある。

６－２ 取組方針 ５－２ 取組方針

（１）自然観察・環境学習としての活用 野 外 活 動 基 地 や 野 生 鳥 獣 セ ン タ ー を ベ ー

野 外 活 動 基 地 や 野 生 鳥 獣 セ ン タ ー を 拠 点 ス と し て Ｎ Ｐ Ｏ 団 体 等 が 主 催 す る 自 然 観 察

に 企 画 さ れ る イ ベ ン ト 等 の 実 施 に あ た っ て 会 や 環 境 学 習 活 動 に つ い て は 、 自 然 再 生 と

は 、 再 生 事 業 に お け る 採 種 ・ 育 苗 ・ 植 樹 等 関 連 し た 内 容 を 盛 り 込 ん で 実 施 で き る よ う

を 自 然 観 察 ・ 自 然 環 境 学 習 と し て 盛 り 込 む に 調 整 に 努 め る ほ か 、 企 業 の 社 会 貢 献 活 動

な ど 、 本 事 業 対 象 区 域 を 自 然 環 境 学 習 の 教 の た め の 活 動 フ ィ ー ル ド と し て 事 業 地 を 利

材 、 フ ィ ー ル ド と し て 積 極 的 に 活 用 す る 。 用 し て も ら う な ど 、 幅 広 い 主 体 の 参 画 に よ

ま た 、 事 業 に 対 す る 地 域 住 民 の 理 解 が 深 ま り再生活動が進むように努める。

る こ と で 、 よ り 持 続 可 能 な 事 業 の 推 進 に 繋 併 せ て 、 再 生 事 業 へ の 取 組 に つ い て の 理 解

が る こ と が 期 待 さ れ る 。 こ の た め 、 地 元 北 を 深 め る た め 、 現 地 に あ る 既 存 施 設 に 関 連

秋 田 市 の 小 ・ 中 学 校 や 自 治 会 等 の 団 体 に よ 資 料 を 展 示 す る な ど し て 紹 介 す る も の と す

る本事業対象区域の活用を奨励する。 る。

（２）企業・県民の参画の促進 加 え て 、 第 ２ 期 計 画 期 間 内 に 森 吉 山 麓 で

生 物 多 様 性 の 喪 失 が 深 刻 な ビ ジ ネ ス リ ス の 自 然 再 生 を 進 め て い く こ と を 目 的 に 設 立

ク で あ る と い う 認 識 の 広 が り や 、 自 然 関 連 さ れ た 「 森 吉 山 ブ ナ 林 再 生 応 援 隊 」 を は じ

財 務 情 報 開 示 タ ス ク フ ォ ー ス （ TNFD） 等 の め と し た 各 種 団 体 等 と 連 携 を 図 り な が ら 、

新 た な 枠 組 み に よ る 企 業 情 報 開 示 の 動 き な 植 栽 か ら 維 持 管 理 活 動 が 行 え る よ う な 体 制

ど を 背 景 に 、 企 業 の 環 境 保 全 活 動 へ の 参 画 の構築を図る。

意欲が高まっている。

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）

を 活 用 し 、 企 業 が 本 事 業 に 財 政 支 援 で き る

環 境 を 整 備 す る ほ か 、 地 域 生 物 多 様 性 増 進

法 に 基 づ く 自 然 共 生 サ イ ト の 認 定 を 視 野 に
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入 れ 、 当 該 取 組 へ の 支 援 施 策 を 活 用 し 、 企

業 や 地 域 団 体 等 が 主 体 的 に 事 業 区 域 内 で の

環境保全活動を実施できる体制を整備する。

ま た 、 本 地 域 で 自 然 再 生 を 進 め て い く こ と

を目的に平成 21 年に設立された「森吉山ブ
ナ 林 再 生 応 援 隊 」 と 連 携 し 、 県 民 が 主 体 的

に再生事業に参画できる体制を構築する。

６－３ 第５期計画における取組 ５－３ 具体的な取組内容

（１）自然観察・自然環境学習事業の実施 （１）自然再生活動

①野外活動基地の活用 ① 採 種 か ら 苗 木 の 植 付 ま で の 作 業 や 維 持 管

野 外 活 動 基 地 を 再 生 事 業 の 展 示 施 設 と し 理 作 業 に つ い て 、 多 様 な 人 々 （ Ｎ Ｐ Ｏ や ボ

て位置付け、事業への取組に関するパネ ラ ン テ ィ ア 団 体 等 ） が 参 画 で き る 場 や 機 会

ル や 植 栽 履 歴 等 の 資 料 を 展 示 す る 。 ま た 、 の提供に努める。

敷地内では再生事業に使用する苗木の育 第 ３ 期 実 施 計 画 期 間 ま で に お い て は 、 野

成 を 行 う ほ か 、 植 樹 や 保 育 に 使 用 で き る 道 生 鳥 獣 セ ン タ ー 運 営 協 議 会 と の 連 携 に よ り

具 類 を 基 地 内 に 配 備 し 、 希 望 者 に 対 す る 植 各 種 団 体 と 連 携 し た 植 樹 を 行 っ て お り 、 こ

樹活動等を支援できる体制を構築する。 う し た 団 体 な ど が 継 続 し て 植 栽 地 の 管 理 も

② 生 物 多 様 性 地 域 戦 略 推 進 事 業 （ 県 ） の 実 含 め た 関 与 が で き る よ う 、 連 携 を 進 め て い

施 くものとする（写真５－３－ １）。

当 該 地 域 を フ ィ ー ル ド と し た 県 主 催 の 自 ま た 、 後 述 す る 情 報 発 信 に も 力 を 入 れ 、

然 観 察 ・ 自 然 環 境 学 習 会 を 実 施 す る 。 令 和 本 協 議 会 の 存 在 及 び 活 動 内 容 の 認 知 を 広 げ

６ 年 度 は 全 県 の 小 学 ３ 年 生 か ら ４ 年 生 の 児 る こ と で 、 よ り 多 く の 団 体 ・ 個 人 の 参 画 を

童 を 対 象 に 生 物 多 様 性 の 保 全 に 関 す る 学 習 促すこととする。

と あ わ せ て 植 樹 事 業 を 実 施 し 約 ４ ０ 名 の 児 ②これまで植栽に使用するポット苗のほか、

童 と そ の 保 護 者 が 参 加 し た 。 こ う し た 取 組 植 樹 や 保 育 に 使 用 で き る 道 具 類 を 野 外 活 動

を 第 ５ 期 計 画 に お い て も 引 き 続 き 実 施 す る 基 地 に 配 備 し 、 随 時 、 希 望 者 に 対 す る 植 樹

ものとする。 活 動 等 を 支 援 で き る 体 制 を 構 築 し て い る こ

③森吉山野生鳥獣センターとの連携 とから、これを継続する。

森 吉 山 野 生 鳥 獣 セ ン タ ー 運 営 協 議 会 （ 事 ③ 実 施 計 画 に 基 づ い た 植 栽 や 維 持 管 理 作 業

務 局 ： 環 境 省 秋 田 自 然 保 護 官 事 務 所 ） と 連 方 法 に つ い て 、 県 や 野 外 活 動 基 地 を 管 理 す

携 し 、 毎 年 地 域 で 実 施 さ れ て い る 「 森 吉 山 るＮＰＯ団体等を通じて技術指導を行う。

野 生 鳥 獣 セ ン タ ー イ ベ ン ト 」 に お い て 当 該 （２）情報発信

地 域 を フ ィ ー ル ド と す る 環 境 学 習 を 実 施 す ① ホ ー ム ペ ー ジ の 運 営 や マ ス メ デ ィ ア と 連

る 。 令 和 ６ 年 度 は オ オ ハ ン ゴ ン ソ ウ 防 除 作 携した広報活動を展開して情報を発信する。

戦 イ ベ ン ト の 中 で １ ０ ０ 年 後 の 森 づ く り 事 ② 野 外 活 動 基 地 内 の 青 少 年 野 外 活 動 セ ン タ

業 と し て 植 樹 事 業 が 企 画 さ れ た 。 こ う し た ー を 再 生 事 業 の 展 示 施 設 と し て 位 置 付 け 、

取 組 を 第 ５ 期 計 画 に お い て も 引 き 続 き 実 施 事 業 へ の 取 組 に 関 す る パ ネ ル や 植 栽 履 歴 等

するものとする。 の 資 料 を 展 示 、 更 新 し て い く ほ か 、 環 境 省

④四季美湖祭りへのＰＲブースの設置 の 森 吉 山 野 生 鳥 獣 セ ン タ ー に も 資 料 の 展 示

毎 年 森 吉 山 ダ ム で 開 催 さ れ て い る 四 季 美 を 依 頼 し て 、 地 域 へ の 来 訪 者 へ の 理 解 醸 成

湖祭りに再生事業をＰＲするブースを設 に努めるものとする。

け、本事業に関する普及啓発を行う。 ま た 、 平 成 ２ ３ 年 度 に 作 成 し た 再 生 事 業

⑤学校単位での自然体験学習の実施 の 紹 介 パ ン フ レ ッ ト や 、 森 吉 の 事 例 も 含 め

北 秋 田 市 内 の 小 ・ 中 学 校 及 び 義 務 教 育 学 て 県 林 業 研 究 研 修 セ ン タ ー が 作 成 し た 林 業

校 に お い て 当 該 地 域 を フ ィ ー ル ド と す る 課 普 及 冊 子 「 広 葉 樹 林 再 生 の 手 引 き 」 及 び 環

外 活 動 が 実 施 さ れ て い る 。 こ う し た 取 組 を 境 省 が 発 行 し た 自 然 再 生 事 業 全 体 の 広 報 用

第 ５ 期 計 画 に お い て も 引 き 続 き 実 施 す る も パ ン フ レ ッ ト ・ 冊 子 等 の 出 版 物 が 存 在 す る

のとする。 た め 、 こ う し た 出 版 物 で の 周 知 も 図 っ て い

（２）県民や企業の参画の促進 くものとする（図５－３－１）。
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①企業による本事業への参画の促進 ③ 事 業 地 内 外 で 行 わ れ る 各 種 イ ベ ン ト 等 に

令 和 ４ 年 度 か ら 令 和 ６ 年 度 に か け て 企 業 参 加 ・ 協 力 し 、 一 般 参 加 者 に 対 し て 協 議 会

版 ふ る さ と 納 税 に よ る 本 事 業 へ の 寄 附 が 行 の Ｐ Ｒ を 行 う （ 写 真 ５ － ３ － ３ ）。 ま た 、

わ れ て お り 、 こ の 寄 附 を 原 資 と す る こ と で イ ベ ン ト 等 の 主 催 者 ほ か 関 係 者 と の つ な が

新 た に 約 0.36ha の 植 栽 地 の 造 成 （ 事 業 用 地 り を 強 め 、 取 組 の 広 が り や 継 続 に 努 め る も

No18・ 20・ 33）と、約 700 本の植樹を行うこ のとする。

と が で き た 。 引 き 続 き 国 の 企 業 版 ふ る さ と （３）環境教育

納 税 ポ ー タ ル サ イ ト 及 び 県 HP に 企 業 版 ふ 再 生 活 動 は 自 然 環 境 学 習 の 教 材 、 フ ィ ー

る さ と 納 税 の 事 業 に 本 事 業 （ 生 物 多 様 性 保 ル ド と し て 有 効 で あ る こ と か ら 、 森 吉 山 麓

全 強 化 事 業 ） を 掲 載 し 、 事 業 の 情 報 発 信 と 高 原 の 利 用 者 に 対 す る 環 境 教 育 の 実 践 現 場

寄附の受付を行うものとする。 と し て の 利 用 を 促 進 し て い く た め 、 環 境 省

ま た 、 企 業 や 地 域 団 体 等 が 主 体 的 に 事 業 や 地 元 自 治 体 等 の 関 係 機 関 と 連 携 し た 展 開

区 域 内 で の 環 境 保 全 活 動 を 実 施 で き る 環 境 を進めていく。

を 整 備 す る た め 、 地 域 生 物 多 様 性 増 進 法 に 特 に 、 再 生 活 動 に 対 す る 地 域 住 民 の 理 解 が

基 づ く 自 然 共 生 サ イ ト の 認 定 に 向 け た 手 続 深 ま る こ と で 、 よ り 効 果 的 ・ 一 体 的 な 再 生

き を 進 め る と と も に 、 国 の 支 援 マ ッ チ ン グ 事 業 の 推 進 が 見 込 め る こ と か ら 、 地 元 で あ

制 度 に 参 画 し 企 業 や 地 域 団 体 等 と の 連 携 の る 北 秋 田 市 の 小 ・ 中 学 校 や 自 治 会 等 の 団 体

強化を図るものとする。 の積極的な利用の促進を目指すこととする。

②森吉山ブナ林再生応援隊による活動

森 吉 山 ブ ナ 林 再 生 応 援 隊 で は 、 当 該 地 域

内 で 毎 年 植 栽 事 業 を 企 画 ・ 実 施 し て い る 。

令和６年度は事業用地 No ８における植栽事
業 と 現 地 で の 採 種 と 苗 木 の 育 成 を 、 令 和 ７

年 度 は 野 外 活 動 基 地 の 既 存 施 設 区 域 内 で の

植 樹 を 行 っ た 。 第 ５ 期 計 画 に お い て も 引 き

続き植栽事業を実施する。

（コメント）

第 ４ 期 計 画 の 内 容 を 継 承 し な が ら 、 令 和

７ 年 ４ 月 に 施 行 さ れ た 地 域 生 物 多 様 性 増 進

法 と の 連 携 な ど の 国 の 政 策 動 向 を 反 映 さ せ

て い ま す 。 企 業 版 ふ る さ と 納 税 や 地 域 生 物

多 様 性 増 進 法 に 基 づ く 自 然 共 生 サ イ ト な ど

の新制度の活用を追記しています。

特 に 自 然 共 生 サ イ ト の 認 定 を 受 け る こ と

で 企 業 と の マ ッ チ ン グ 制 度 等 の 活 用 が で き

ます。自然共生サイトの認定を受けること、

ま た そ の 上 で 企 業 等 の 多 様 な 主 体 と の 連 携

を さ ら に 強 化 し 、 活 動 の 継 続 性 を 高 め た い

と考えています。


